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（１） ２０２３年 １月１５日 女性部だより １８３号
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（第１８３号）

明

け

ま

し

て

お

め

で

と

う

ご

ざ

い

ま

す
。

新

型

コ

ロ

ナ

に

感

染

し

た

と
、

身

近

な

人

た

ち

か

ら

聞

く

よ

う

に

な

っ

て

い

ま

す
。
長

引

く

マ

ス

ク

生

活

で

す

が
、
気

を

緩

め

な

い

で

予

防

し

ま

し

ょ

う
。

そ

ん

な

コ

ロ

ナ

で

大

変

な

生

活

の

な

か
、
年

金

は

下

が

り

続

け

る
、
医

療

費

は

上

が

る
、
そ

し

て

凄

ま

じ

い

物

価

の

高

騰

で

す
。

今

年

は

統

一

地

方

選

挙

が

あ

り

ま

す
。
市

民

の

暮

ら

し

最

優

先

！

改

憲

は

絶

対

許

さ

な

い

！

そ

し

て

ジ

ェ

ン

ダ
ー
平

等

が

生

か

さ

れ

る

た

め

に
、
女

性

差

別

撤

廃

条

約

の

選

択

議

定

書

批

准

を
。

私

た

ち

の

生

活

を

良

く

し

て

い

く

た

め

に
、
身

近

な

選

挙

か

ら

政

治

を

変

え

て

い

き

ま

し

ょ

う
。

女

性

部

長

江

黒

泰

子

女
性
の
低
年
金
是
正
へ

国
庫
負
担
で
月
８
万
円

最
低
保
障
年
金
制
度
を

全
日
本
年
金
者
組
合
副
執
行
委

員
長
・
女
性
部
長

中
川
滋
子

さ
ん
と
考
え
る
①

物
価
高
の
な
か
６
月
か
ら
年

金
が
減
額
さ
れ
、
怒
り
が
ひ
ろ

が
っ
て
い
ま
す
。
７
５
歳
以
上

の
単
身
女
性
の
貧
困
率
は
３
割

に
の
ぼ
り
、
ど
の
世
代
よ
り
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
女
性
の

低
年
金
は
大
き
な
社
会
問
題
で

す
。
全
日
本
年
金
者
組
合
の
中

川
滋
子
女
性
部
長
に
聞
き
ま
し

た
。

８
割
は
１
０
万
円
未
満

―
た
だ
で
さ
え
少
な
い
年
金

か
ら
も
容
赦
な
く
税
金
や
社
会

保
険
料
が
引
か
れ
、
不
安
を
増

大
さ
せ
て
い
ま
す
。

い
ま
年
金
者
組
合
女
性
部
で

は
「
低
年
金
女
性
の
実
態
」
を

集
め
て
い
ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た

証
言
を
紹
介
し
ま
す
。

●
「
年
金
が
６
月
か
ら
下
が
っ

て
月
８
万
円
に
。
食
事
１
日
２

回
。
服
も
、
こ
こ
７
、
８
年
同

じ
も
の
を
着
て
い
る
。
冬
は
灯

油
代
の
負
担
が
大
変
。
家
は
築

４
０
年
以
上
の
た
め
に
壁
等
に

傷
み
が
あ
り
、
修
理
が
必
要
だ

が
手
が
回
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で

少
し
は
あ
っ
た
子
ど
も
か
ら
の

援
助
も
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
仕

事
が
減
り
、
ま
ま
な
ら
な
い
状

況
」
（
北
海
道
８
０
歳
）

●
一
人
暮
ら
し
で
月
７
万
円
の

年
金
。
生
活
で
き
ず
２
人
の
姉

妹
か
ら
少
し
ず
つ
援
助
を
受
け

て
い
る
。
朝
４
時
に
起
き
て
ビ

ラ
の
ポ
ス
ト
イ
ン
な
ど
で
働
き
、

ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と
を
考
え
る
と

頭
が
爆
発
し
そ
う
」
（
埼
玉
７

２
歳
）

２
面
へ
続
く

「
新
婦
人
し
ん
ぶ
ん
」

１
０
月
２
２
日
号
に

全
日
本
年
金
者
組
合

女
性
部
長
・
中
川
滋

子
さ
ん
の
「
女
性
の

低
年
金
に
つ
い
て
」

の
お
話
が
掲
載
さ
れ

ま
し
た
。
新
婦
人
し

ん
ぶ
ん
の
許
可
を
得

て
転
載
し
ま
す
。

「
女
性
の
く
ら
し
実
態
ア
ン
ケ
ー

ト
」
へ
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
全
支
部
が
参
加
、
過
半
数

が
返
っ
て
き
ま
し
た
。
今
は
汗
を
か

き
な
が
ら
集
計
中
、
結
果
は
順
次
ご

報
告
し
ま
す
。



２０２３年 １月１５日 女性部だより 第１８３号 （２）

支
部
女
性
部
紹
介

長
岡
京
支
部

●
「
私
の
年
金
は
月
６
万
円
余
、
夫
は
５
万
円

余
、
合
わ
せ
て
１
２
万
円
余
。
そ
の
中
か
ら
介

護
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
料
、
医
療
費
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
料
な
ど
を
引
く
と
残
り
は
９

万
円
余
で
、
２
人
で
生
活
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
精
神
的
に
落
ち
込
む
」
（
東
京
７
４
歳
）

３
人
と
も
月
１
０
万
円
以
下
の
生
活
で
す
。

女
性
の
う
ち
、
国
民
年
金
の
受
給
者
は
そ
の
ほ

と
ん
ど
、
厚
生
年
金
（
基
礎
年
金
含
む
）
で
も

約
半
数
が
１
０
万
円
未
満
で
す
。

全
女
性
受
給
者
７
９
％
に
あ
た
る
約
２
３
０

０
万
人
が
１
０
万
円
未
満
で
す
。
そ
れ
以
外
に
、

数
十
万
人
の
無
年
金
の
人
が
い
ま
す
。
物
価
が

上
が
っ
て
も
平
均
賃
金
が
下
が
れ
ば
、
年
金
を

削
減
す
る
制
度
に
よ
っ
て
、
年
金
は
下
が
り
っ

ぱ
な
し
で
す
。
今
の
物
価
高
騰
の
な
か
で
、
さ

ら
に
生
活
を
切
り
詰
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
胸

が
詰
ま
り
ま
す
。

医
療
保
険
料
は
平
均
月
６
２
０
０
円
で
す
。

ま
た
２
０
０
０
年
に
始
ま
っ
た
介
護
保
険
制
度

に
よ
っ
て
４
０
歳
以
上
の
全
員
が
保
険
料
を
払

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
が
、
当
初
の
平
均
月
額

２
９
１
１
円
か
ら
、
現
在
は
６
０
１
４
円
と
２

倍
以
上
に
膨
れ
上
が
っ
て
い
ま
す
。
滞
納
者
は

増
え
続
け
、
２
年
間
以
上
の
滞
納
で
資
産
を
差

し
押
さ
え
ら
れ
た
人
は
過
去
最
多
を
更
新
し
続

け
て
い
ま
す
。
保
険
料
は
医
療
と
介
護
を
合
わ

せ
る
と
１
万
円
を
大
き
く
超
え
、
低
年
金
の
高

齢
者
に
重
く
の
し
か
か
っ
て
い
ま
す
。

（
２
月
号
に
続
く
）

しかし100枚をつなげる作業は簡単ではありません。ところがそこに強力な助っ人として押し

絵サークルの方が現れ、美しく見事な大タペストリーに仕上げてくださいました。みんな感激、

大満足。

その年の年金一揆でデビュー、その後はいろいろな場で活躍しています。今や女性部のシンボ

ルです。タペストリーの中にみんながいます。（猪儀敬子）

支部の取り組みには参加が難しい方に

も、これならできるのではと考えたのが

タペストリー作りです。２０㌢四方の布

に、それぞれの要求や願いを書いたり飾

り付けたりします。最後に全部をつなぎ

あわせたらどうかと、2015年6月に呼びか

けて始めました。

世話人でお宅を訪ねたり、誰かのお宅

に集まって作業したり、サークルにも協

力をお願いしたり、女性部の行事には必

ず布を持ち歩くなど続けました。その結

果、１年がかりで100枚のモチーフが完成

した時には思わず歓声があがりました。心と心をつないだタペストリー

赤紙配りに参加

12月８日は81年前に日本が戦争を始めた日です。青年たちは赤紙（召集

令状）1枚で徴兵されました。この戦争で多くの尊い命が失われてしまっ

た反省から、「戦争放棄」を謳った新しい憲法が生まれました。

ところがいま、政府は「専守防衛」から「敵基地反撃能力保有」を宣言

した安保３文書の閣議決定、10兆円を超える軍事費を来年度予算案に計上

するなど憲法を踏みにじる暴走を始めています。軍事費拡大の財源どうす

るのか。岸田政権のもとでは大増税、社会保障費の削減が明白です。

私たちは憲法をいかし、平和な外交手段で戦争の心配のないアジアを作

るための政策を求めます。

母親連絡会と行った赤紙配りでは、女性部の高橋つや子さんも一緒に

「戦争はだめ」「平和が一番」という気持ちを込めて、手渡しました。

（西田美津子）

「赤紙」を配る高橋さん（右）

金会増でたっ２灯築にだでの仕状の姉けビき
、

る
。

と

１面から続く



、


